











陳(1993a) (1993b)は 『閉外全知にある222首の漢時の外に、 新たに2首を補足し、 収
録した総詩数は224首である。 三年半の歳月を要し、 間読・解説・栢釈・ロ訳と補説、 注釈
歯としての基本条件を揃えた労作である。























閲外が生きた時代の淡詩の韻柑・作法掛r詩韻含英J 2 (1879) · r金啓玉恨 新撰詩径
活法J (1893)や、現在のり英詩の作り方』 (1989) · r漢詩の事典』(1999)などを参考査
科として考察をすすめたい。
それでは、田外の漢詩の平仄について、具体的に考察することにしよう。以下、〔 ）に
囲んだ番号は古田島 (2001a) (2001 b) に付けられている漢詩番号である。また、世き下し




「鴻台」 は千業県市川市国府台を指す。 「刀水」 というのは古く刀涌河とも記された。こ
こでは広く利根川水系を指し、国府台の下を流れる江戸川を指す。
と ...い ,.,
〔且〕1古跡並存刀水濱 ●●●00●◎ 古跡 並んで存す 刀水の浜
d9・＂人 そ9 '19 ヽaん "
2悽然漑涙煎深菰 〇〇●●●〇◎ 悽然として 涙を浪ぎ 渓甜を｝認む
じよこ人 たれ 2 
3如今誰復問軽煎 000●●O● 如今 誰か復た経重を問はん
とUら を19
4弔罷英雄弔美人 ●●00●●◎ 英雄を弔ひ罷つて 美人を弔ふ





0 .  
然一涙、各
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• .  • 0 0 0 0 • • · 
二六対……跡一水、然～淡、今～程、罷～美
これも良く守られている。
次に 「反法」とは 「第一句と第二句 」 「第三句と第四句」 の、二•四・六字目の平仄を逆
にする」 作法である。閾外の漢詩では次のようになっている。
• 0 0 • • 。
反法・・・・・（第一句と第二句）跡と然、若・と涙、水と淡









まず、前に挙げた〔11〕の第1句である。ここではr刀水」 と表記されている。．．．骨゜● O とすい ）99 
〔11) 1 古跡並辺以si名 古跡並んで存す刀水のi兵
00 ・ ・ •0 0 せいせん そ. ""'以� すす
棲然溌涙眺総机 悽然として涙を潟ぎ淡切を煎む°公゜· • o ● いこん たf9 1 
如っ誰復問軽重 如今誰か復た軽煎を間はん




0 • 0 0 e • 。 ，わい)lう とせん し こ 9•ん
〔18] 1 同望互凪指廊！UJ 回望すれば刀川は指顧の間
尿蒋砂合；函蔽 水f.fくして苔首＜笈紬薇し
Iこんぷ ,,,,  よさ
挽夫忽叫•天将雷 担夫 忽ち叫ぶ 「天将に酋ふらんとすJ と
記寒雲下遠山 菰蔽たる寒雲返山を竿る








「水」 は仄字であり、一方、 「川」は乎字である。仮に、その中の 「刀水」を「刀lll 」 に
したならば、避けるぺき規則の 「下三述」 を犯すことになる上、守るべき規則の 「二六対」 ．
「反法」 を破ることにもなる。
缶品壺和分ぶ森 ＊舌ふ並私分韮戟〗 0• • • 0 0 0 0 . ．．。。
f然濶涙旗淡頻 悽然濶涙服淡杭
即ち、下記のように漢詩の作法から外れることになる。
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0 • 0 0 0 0 
・下三巡•…. 「刀水泥ならば、淡詩の作法に適格であるが、「刀1!li賓」ならぱ、i災詩
の作法から外れることになる。． ． ． 。
・ニ六対・・・・・ ・ 「跡 ～水」ならば、渓詩の作法に適格であるが、「跡 ～1!l」ならば、漢詩
の作法から外れることになる。・ 。 。 。
法・・ ・・・・「水」と「配ならば、淡詩の作法に適格であるが、「見」と 「松Jならば、
淡詩の作法から外れることになる。
同様に、〔18) については、逆に「刀川」 を「刀水」にしたならば、 「二四不『］」 ・ 「反法」
・反
0 ● 0 . . . 。
＊同望刀水指顧llll
● 0 0 • • o o 
水秤沙白夕陥殷
を犯すことになる。
0 • o o . ． 。
同望刀川指顧IUJ
● 0 0 • • o o 
水腎沙白夕I場股
只Ilち、下記のように浪詩の作法から外れることになる。・ 。 ． ．  
・ニ四不同…... 「望ー］1|」ならば、淡詩の作法に適格であるが、 「望 ー 巫」ならぱ、漢
詩の作法から外れることになる。






次に地名「パリ」の表記について考察してみたい。 「パリ」が出てくるのは (110) (127〕
の二首である。
環西日記」 (1884) の明治十七年十月九日条に 「午前十時至旦凪。投庄兒珀盟客館。逍
返佐o （後略）」として、 (110〕が記されている。
このかた し● （こつ けみ
〔11゜〕 l 別来條忽閲三秋 別れしより 来 條忽 三秋を1臥し
なん9;
期爾依然在徳）i-1 期せり 爾の依然として徳州に在るを
e • 0 0 0 ・ ・ ム J9も 99 ,J 
登t意已盤城外月 登に憶はんや 巴黎 城外の月
• 0 ●  ● ● 0  0 
4 暫時握手話離愁 暫時 手を握つて 離愁を話さんと
〔127〕は『3罰逸日記」 末尾の 「附録」にある 「詠柏林夫人七絶句」の其六である。
〔127〕其六 私寓兒 (Die Gefallene) 
9:l"’ 
ニ八早府瀕色衰 二八早＜愉池くの哀ふるを合·る
I• かうぜつ ヽ し
堪鵞砕舌巧磯誓 鵞＜堪ふ 絲舌もて 巧みに識砦するは
● O e • 0 0 ● ペルリン ）9のづか 、9 9J こと
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悶外は「パリ」について、「巴黎 」 と 「 巴里」 の二稲類の表記を使った。 「黎」は平字であ
り、一方、「里」 は仄字である。〔110)の場合、仮に、その中の r巴黎 」 を r 巴里」 にした
ならば、守るぺき規則の 「二四不同 」 ． r反法」 を破ることになる。“雌紺漬 ぺ統直蘊M
. 0 . . . 。。 • o • • • o o 
哲時梱手話雄愁 暫1時梱手話離愁
即ち、下記のように泄詩の作法から外れることになる。
• 0 -. . 
・ニ四不同......「憶～黎」ならば、漢詩の作法に適格であるが、「憶～凪」 ならば、漢
特の作法から外れることになる。. -. -. 
・反 法•••…喝紅と「手」 ならば、泄詩の作法に適格であるが、「Lと「手」な
らば、漢詩の作法から外れることになる。
同様に、〔127〕については、「巴里」 を「巴黎 」 にしたならば、「下三辿」を犯すことにな
る。
• 0● ●0 0 • 
柏林自有殊巴里
●0 • • 0 O 0 
＊柏林自有殊巴斐
即ち、下記のように漢詩の作法から外れることになる。
0 0 • 
・下三辿…．．．「殊巴里」 ならば、淡詩の作法に適格であるが、「篠色羞」ならば、漢詩
の作法から外れることになる。




〈古詩十九首．今日良咲會〉 「整翌浪；器圭」（「苔」 と r,艮.J は同様に平声1拗韻に属す）を利
用したことが隙(1993a) ・古田島(2001a)の指摘にある。
〔12釘1紐蕊峰註節君の苦辛を希砂を篠れむ
0 0 0 • • 0 0 りんかう
2 軒昂其志痰其身軒品たり 其の志 疫せたり 其の身
じつ 0‘`
3 都1"！十載求知己 都門 十載知己を求め
0 1 
4 先敷新柏第一人 先づ 数ふ 新橘 第一の人




〔6幻 l 閉氣黙II£人語根 雨気 車を圧して 人語 湿り
かく あんし●·\ tよ II
2 車中有客暗愁nli車中 客有り 暗愁 11しす
o o.. 。,． あく， せさじつ
3 阿爺昔日牲辛苦 阿爺 昔日 辛苦を牲めたり






噂苦辛 」 を 「甘妾澁」 に入れ換えたのも平仄への配砲のためではなかろうか。〈古詩十


















入地昇天任自然 入地 昇天 自然に1i、す

























⑮ I 鳩叩林外雨淋鈴岱林外に南き 雨
ぜんf/_ - ,,,, ,,ヽ＇
為拍祁扉車留停 禅扉を相かんが為に
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0 • 0 ぃくか人 でふえ... .さよう • 
4 幾函牲菜認迅経 幾西 批葉 姐経を認む
「二六対」 の平仄を合わせるために、〔93〕は 「吾」 でなければならない。
つまり、「我」 と 「吾」の使い分けに関しても平仄が大きな使い分けの基準をなしている可
能性が高いと結論づけることができる。
2. 5. 高頻度字「不」 について
古田島 (2001a) (2001b) の〔一三九）は岡であり、〔六〕及び（六五） ～ （七〇〕は関
外の作か否か、 まだ判明していない。従って、叫外の派詩は全部で224首である。箪者の濶








不 109 66 風
94 77 
人 78 75 人
何 76 43 山
凧 67 85 盤
無 66 63 不
有 60 45 日
天 60 64 天
来 54 52 無
日 52 65 花
山 52 70 空
君 52 27 来
如 40 27 春
生 40 31 秋
見 40 30 月
此 39 ， 中
年 37 28 白
ム―’ 37 27 水
辞 35 7 有































































この2 f91）はどちらも「似～不」 という文型である。句末に用いて疑問を表わす（ 「いなや」
意）楊合は「平声・尤韻」 である。残る107回の用例は 「打ち梢し」 （仄字）として使用さ
れていた。閉外は漢詩の中に打ち梢しの 「不」を多用しているが、「不」（仄字）の多mは
詩の韻律を構成しやすくするのではないかと思われる。周知のように、漢詩の作法（韻律）




























1 平仄••••••i．災字をその戸糊の染によって、「平J!I」 . 「上声」 ・「去j�·」 . 「入声」 の四柚に分ける。




. rt与韻含英十八巷沿詩flli異同絣J ii'/劉文紺 異同耕箭任以治萩應窪阿輯 天保十年大坂堺屋
新兵術等拙文化十三年烏山伐刊十四年大坂河内屈茂兵1厨等印本煎刊
• r将補訂正詩韻含英十八咎柑t罪II異1司琲』 ii1劉文蔚 異i司りtii'ifI•以治荻應襄l可輯 日本木村
良輔牲補訂正 明治·I•五年京都竹伍棲佐々木惣四郎刊本 文永症蔵板
. r＼界補註肝詩ftll含英十八咎附特龍1楳阿扮』 ii'i劉文蔚 楳伺絣柑i任以治萩應料fi'ij糾 日本谷而
抒袖 明治二十八年大阪田中太右衛門大塚字三郎同鑽版l:P本






・古田島洋介(1997)「研究の回覇と展望ーー〈閉外i総特〉研究の現在」『溝胆 森閲外 3 助外の知
的空OllJ所収•新曜社
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(2001a)『匹外歴史文学集穿十二巻 漢詩（上）』岩波也店
(2001b)頃外歴史文学集第十三巻 漢詩（下）J岩波柑店
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